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Research Abstract

本研究は「教室⽂化」の形成過程それ⾃体を,実際の授業の直接的データの質的分析により究明することを⽬的とし,熟練した2名の教師による算数・数学の授業を1年間に
わたり参与観察し,それぞれの授業における「教室⽂化」が,教師と児童・⽣徒との相互作⽤的作業によって構成され,維持される様態を,「構成的エスノグラフィー」とい
う質的研究⽅法を⽤いて実証的に接近した。 
この⽬的を達成するために,調査対象として,2つのクラス(⾦沢⼤学附属⼩学校第6学年,同附属⼩学校第1学年)を設定し,週2回の割合で1年間,断続的に参与観察した。具体
的には,2か⽉間の授業のプロトコールから,特に教師が相互作⽤を執拗にネゴシエ-トする場⾯や,児童・⽣徒の授業参加する上でのルール違反が制裁される場⾯に注⽬する
ことにより,「教室⽂化」の特質とその形成過程に関する仮説を抜き出した。次に,これらの仮説を以後の授業の相互作⽤において説明できるかを吟味しながら,当初の仮説
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を修正・棄却し,より妥当性のある命題に洗練していった。 
この実証的調査研究によって,それぞれのクラスにつき,「教室⽂化」の形成上,影響があると考えられる教師と児童・⽣徒との相互⾏為の特徴の⼀端が⾒いだされた。
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